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研究成果の概要（和文）： 日本、中国、韓国の建築プロジェクトの品質確保のしくみを詳細に
比較分析した結果、法律・技術者制度で規定される品質確保の役割分担関係に違いがあるほか、

法律・制度でカバーしきれない領域があり、それらは個々の技術者・技能者の過去の経験と体

得している技術・技能に依存している。しかもそれらは自由裁量の下に機能していることが確

認できた。ここに品質確保の水準の差異が顕著に表れている。 
 
 
研究成果の概要（英文）：We analyzed and compared the system of ensuring quality of building 
construction projects among Japan, China and South Korea in detail.  As a result, we found 
a lot of differences within the range of the role of the quality ensuring provided for 
by the law and the engineer system.  Furthermore, we found some areas that cannot be 
covered by the law and the system.  We understood that they depend on the experience of 
the past of individual engineers and the skilled labors, and the engineering and the skill 
acquired from the experience.  Moreover, it was able to be confirmed that they functioned 
under discretion.  The difference of the level of the quality ensuring appears remarkably 
here. 
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１．研究開始当初の背景 
グローバルな競争社会の中で，日本、中国、
韓国の相互交流は経済の分野のみならず、地
域産業といわれる建設産業の分野でも急速

に進展している。本研究は，日本、中国、韓
国の建設産業における法制度と品質確保の
しくみの比較を実証的に行うことによって、
今後建設活動が活発化する北東アジアにお
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ける建設プロジェクトの合理的な推進方法、
端的には「北東アジア融合型の建設プロジェ
クトの推進方法」を構築するための一助とす
ることを目的とした。北東アジアにおいて日
本、中国、韓国を取り上げた理由は以下のと
おりである。 
中国は社会主義経済から市場主義経済に転
換され、建設産業においても、法制度、品質
確保のしくみがまさにこれから整備される
状況にある。韓国は第二次大戦後、基本的に
は日本の法制度、品質確保のしくみが導入さ
れたが、その後、責任監理制度、工事管理方
式などの法律を個別具体的に制定すること
によって独自の発展を遂げている。日本はそ
の中間にあり、基本的な事項を法律で規定す
ると共に、具体的な実施、運用に関しては制
度的規範に依存している。そしてこれら三カ
国において、建設プロジェクトにおける品質
確保のしくみの脆弱性が問題となっている
のである。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では具体的には，日本、中国、韓国
の建築プロジェクトにおける品質確保に強
くかかわりのある、①建設産業における法制
度、②プロジェクト組織の組成方法、③元請
下請関係、④技術者･技能者の教育システム、
⑤リスクマネジメントの5点に絞り、それぞ
れの国での実態ならびに建設プロジェクト
での現地フィールド調査を通して、各国にお
ける品質確保のしくみの比較分析を行うこ
とを目的とした。より具体的な点をあげれば、
建設プロジェクトのうち、躯体工事に焦点を
絞り、「材と工」の契約形態、品質確保の仕
組みとその定量的評価等を現地でのフィー
ルドワークを通して実証的に行うこととし
た。さらに研究の進展から、最終的には、各
国の品質確保のしくみを詳細に比較分析す
るために、例えば、設計図書の特定の図面を
誰が書くか、書く担当者はどのような規定
（法律・契約約款等）によって決まるか、参
照する技術基準は何か、その基準は国、発注
者、学会・協会等団体、企業のどこのものか、
いつ書くか、書いた図面のチェックは誰が行
うかなどについて具体的に実態を明らかに
することとした。 
 
 
 
３．研究の方法 
研究は大きくは７つの方法を採用した。な
かでも、⑥⑦による研究方法が、品質確保の
しくみの実態を詳細かつ正確に把握するう
えで効果的であった。７つの方法とは、具体
的には①既往研究の把握、②関連文献の収

集・理解、③国内外の関連活動機関の把握と
情報交換、④共同研究者、連携研究者、研究
協力者が分担して自国の建築プロジェクト
のヒアリング・アンケート調査、⑤共同研究
者、連携研究者、研究協力者が相互に訪問し
て建築プロジェクトをヒアリング、⑥研究協
力者に対する詳細な実態把握作業の依頼、⑦
定期的に共同研究者、連携研究者、研究協力
者が一堂に会して協議、である。 
 
 
 
４．研究成果 
4 年間の研究を通して得られた成果を知見

と活動成果に分けてまとめる。 
（１）得られた知見 
① 日本においては、耐震強度偽装事件のみ
ならず、建築生産システムの脆弱性が露呈し
ており、中国、韓国においても建築物の品質
問題は表面化している。 
 
②その中で、設計、工事監理のあり方、建築
技術者制度、設計･工事の発注方式に日中韓
で大きな違いがある。 
 
③さらに、中国の伝統的なやり方･考え方と
社会主義経済のもとでのしくみには必ずし
も整合的でないものが散見される。 
 
④日本の品質確保のしくみは、そのための法
制化を極力抑え、それに準ずる規範類、運用
に依存したしくみであり、韓国は日本とは反
対に、できるだけ多くを法制化する指向が強
く、中国はこれから法制度の充実を図る段階
にある。 
 
⑤プロジェクト組織の組成方法に関しては、
日本が設計施工分離型、設計施工一括型、施
工分離型、コンストラクションマネジメント
（CM）活用型など多様な発注方式になりつつ
あり、しかも競争的関係でプロジェクト組織
を組成する方向に変化しているのに対して、
中国ではまだ建設市場における職能性・技術
者制度が十分ではないことが起因して、国内
企業間では発注方式は多様でない。韓国では
建設事故後に責任監理制度や CM 方式導入が
図られているが、多くの法制度を整備したこ
とが逆に制約となって、設計施工一括発注方
式などは導入できない状況にある。 
 
⑥元請下請関係は比較対象３国ですべて建
設業法が施行されており、建設業許可制度も
普及している。元請下請関係に関しては、日
本がさまざまな要因から重層下請構造にな
っているのに対して、中国と韓国では２次下
請以上の重層化が禁止されている。そのこと
に関する法令遵守は相当程度徹底している。 



 

 

 
⑦技術者制度は日本と韓国においてかなり
充実しており、中国では当該制度の整備を図
っているところである。特筆すべきは、韓国
において、ＣＭビジネスなどソフトビジネス
が一定程度成長過程にあり、依然として伸び
てこない日本と際立った違いを見せている。
一方、技能者制度は日本が秀でているが、実
態としては重層下請構造に見られるとおり、
多くの問題を抱えており、品質確保のしくみ
にかなりの悪影響を与えている。中国では包
工頭の下での農民工（かっての日本の農村部
からの出稼ぎ労働者に類似）が建設労働の主
要な部分を支えており、その農民工教育が当
面の中国での技能者問題の中心である。 
 
⑧リスクマネジメントに関しては、各国共に
未だ人を介した保証制度が主流で、保険制度
等が整備されつつある状況であり、さほどの
違いはない。 
 
⑨発注者の役割・責任に関しては、３か国共
に情報収集を含めて十分に研究できる環境
になかった。 
 
⑩さらに、日本、中国、韓国の建築プロジェ
クトの品質確保のしくみを詳細に比較分析
した結果、法律・技術者制度で規定される品
質確保の役割分担関係に違いがあるほか、法
律・制度でカバーしきれない領域があり、そ
れらは個々の技術者・技能者の過去の経験と
体得している技術・技能に依存している。し
かもそれらは自由裁量の下に機能している
ことが確認できた。従来は、「善意のアプロ
ーチ」、「相互依存関係」として、あいまいな
評価に止まっていたが、「自由裁量」として、
その裁量範囲の範囲を明示することの意
義・効果が明確になった。端的にいえば、こ
こに各国の品質確保の水準の差異が顕著に
表れている。ただし、この知見はさらに研究
を進め、確認することが肝要である。 
 
⑪これらの把握は、1）建築プロジェクトに
おいて品質確保上必要な図面を作成、確認す
る主体について、2)図面作成者を規定する規
範類について、3)図面を作成する能力がどの
ようなしくみで担保されているかについて、
4)法律や契約に規定されていない業務を行
う主体について、などを詳細に分析すること
によって行うことができる。すなわち、各国
の建築プロジェクトの品質確保のしくみと
その問題点の把握、諸外国における建築生産
システムを理解する上での有効な調査方法
となることがわかった。 
 
 
 

（２）研究活動成果 
①日本、中国、韓国の建築プロジェクトの品
質確保のしくみの法制度的ならびに実態的
差異と、その差異が生じている背景・経緯を
実証的に明らかにできたこと、それらの具体
的な内容は「得られた知見」で記述したとお
りである。 
 
②言語、文化、商習慣等が異なる各国の建築
プロジェクトの品質確保のしくみとその問
題点の把握、諸外国における建築生産システ
ムを理解する上で有効な調査方法を考案し、
それを使って実際に比較研究をしたところ、
実態をかなりの正確さで反映した結果を得
ることができた。 
 
③各国の建設産業における法制度と品質確
保のしくみの比較研究には、各国での具体的
な実態調査をすることに加えて、研究者が一
堂に会して検討、協議する場を設けることが
極めて有効な方法であることが認識され、本
研究においては「国際品質確保研究会」を立
ち上げ、研究期間中５回の研究会を京都で開
催した。その成果は「日中韓台の建設産業に
おける法制度と品質確保のしくみに関する
比較研究（第１～５回研究発表会･論文集・
発表資料集）」として公開している。この「一
堂に会して協議」の効果は予想を超えるもの
であった。 
 
④本研究活動の成果の一つとして、研究対象
国の団体から、共同研究・共同事業の申し入
れがあり、研究成果の普及とともに新たな研
究活動・ネットワークの編成へと展開してい
る。これらは国際共同研究が、日本の学術・
技術の海外展開に効果的であることの一つ
の事例と受け取ることができる。 
 
⑤日本国内においても、建設関連団体からの
共同研究申し入れや情報提供の依頼等があ
り、研究成果の一般への普及が徐々に進展し
ている。これらは、とかく海外展開に消極的、
あるいは海外展開をする手段を持ちえない
企業・団体にとって、有力な海外展開の第一
歩となりうることを表している。 
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